
      新規就農者への濃密指導プロジェクト 
 

活動期間：平成２７年度～（継続中） 

○ 西讃地域は県下の農業産出額の約４割を占める県内屈指の農業地域 
 であり、新規就農者数は一定確保されているものの、経営が安定している 
 者は少ない。 
○ このため、普及センターでは、管内の新規就農者の約７割を占める野菜  
 経営に取組んでいる認定新規就農者等のうち所得目標の達成が厳しい者  
 １５名を対象に、技術と経営の濃密支援を行うプロジェクトチームを設置。 
○ その結果、支援対象１５名のうち９名が経営改善に向けた具体的な取組 
 みを開始するとともに、３名が前年に比べ所得が向上した。 
 

具体的な成果 

１ 西讃管内の新規就農者は一定数を確保 
 ■市町と連携し青年就農給付金事業等を  
  活用することで、ここ数年新規就農者は 
  一定数を確保。 
  
   
   
  
 
 
 
      
 
 
 
 地元農業高校と連携した研修会    新規就農者を対象とした栽培講習会   

２ 重点支援対象者の経営改善 
 ■青年就農給付金が支給されている者を 
  主体に重点支援対象者１５名を選定。 
 ■市町と連携し個別面談を実施するととも 
  に、普及指導員による栽培技術指導や   
  簿記記帳指導を実施。 
 

 【平成２７年度指導実績】 

 
 
 
  
経営改善に取組んだ者     ９名／１５名 
所得が向上した者        ３名／１５名 

普及指導員の活動 

平成２７年 
 ■園芸（野菜）担当と担い手育成担当が  
   連携したプロジェクトチームを結成し、  
   栽培技術指導や経営改善支援を実施。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年 
 ■支援対象を野菜経営に加え果樹経営 
  に取組んでいる者へも拡大するとともに、 
  対象人数も２０名に増やし、支援を継続   
  中。 

普及指導員だからできたこと 

・栽培や農業経営の専門技術を持ち、新規
就農者への支援施策を知る普及指導員だ
からこそ、新規就農者の経営レベルと個性
に合わせた具体的な技術・経営指導が可能。 

別紙「新規就農者への濃密指導プロジェクト」（概要資料） 

香川県 

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

３８人 ５８人 ５２人 ５１人 ６５人 

栽培技術指導 経営改善指導 その他 計 
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次  長 

（チーム総括） 
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香川県 

新規就農者への濃密指導プロジェクト 

活動期間：平成２７年度～継続中 

１．取組の背景 

農業者の高齢化により農業就業人口や農業生産額が減少している中で、新

規就農者の確保・育成は、地域農業の振興、農業生産の持続的発展のために

最も重要な課題であり、国・県ともに重点施策を展開している。 

  結果、西讃管内においても新規就農者数は一定数が確保されているが、新

規就農者は、栽培技術や労力不足により経営が安定していない者も少なくな

い。 

そこで、将来の地域農業の担い手となる人材を育成するため、青年就農給

付金受給者等のうち、所得目標達成が厳しい１５名を重点対象に選定し、技

術・経営の両面から支援を行うプロジェクト活動を展開した。 

２．活動内容（詳細） 

１）新規就農者の現状 

西讃管内では、ここ数年新規就農者数は一定人数が確保されているもの

の、栽培技術が確立されていないことや、自身の農業経営を十分把握でき

ていないことから具体的な経営改善策が講じられておらず、経営が安定し

ている者は少ない。 

 

新規就農者は、西讃管内の主要品目である野菜経営に取組んでいる者が

約７割を占めていることから、平成２７年度は野菜経営に取組んでいる者

を対象に重点支援を行うこととした。 

 

表１ 基幹品目別就農者割合 

普通作 野菜 果樹 花き 畜産 
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図１ 新規就農者数の推移     資料:普及センター調べ   
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（チーム総括） 

２）プロジェクトチームの結成 

青年就農給付金の受給者や青年就農給付金の借入を行っている者のう

ち、特に支援が必要と思われる者１５名を重点支援対象者として選定し、

園芸（野菜）担当と担い手育成担当が一体となって支援するプロジェクト

チームを結成し、栽培技術指導や経営改善支援を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 重点支援対象者への支援体制 

３．具体的な成果（詳細） 

  普及センターのプロジェクトチームメンバー１０名を中心に重点支援対象

者に対し栽培技術指導や経営改善支援を実施した。（表２） 

  ７月、１０月、３月の年間３回、プロジェクトメンバーで検討会を開催し、

情報共有を図るとともに、重点的な支援を実施した結果、１５名中９名が経

営改善に向けた具体的な取組みを開始するとともに、１５名中３名は前年度

に比べ所得が向上した。（表３） 

 表２ 重点支援対象への指導実績 
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・栽培技術指導 

など 

・経営改善支援 

・施策対応支援 

など 

園芸(野菜)担当 

担い手担当 

重点支援対象者（15名） 

経
営
実
践 

経
営
発
展 

 

栽培状況·経営状況の把握（定期的な巡回） 

課題の抽出と解決支援（個別面談、検討会） 

営農活動支援（栽培管理指導、経営分析） 

スキルアップ支援（講習会、研修会） など 

計
画
達
成 

 

計
画
策
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園芸（野菜）担当 担い手育成担当

栽培技術指導 1 1
経営改善指導 1 1

その他
栽培技術指導 1 1
経営改善指導 2 1 1

その他 1
栽培技術指導 1 1
経営改善指導 2 2

その他
栽培技術指導 1
経営改善指導 1

その他 1 1 1
栽培技術指導 2 1 1
経営改善指導 1 1 1

その他 1 1
栽培技術指導
経営改善指導

その他 1
栽培技術指導 1 1
経営改善指導 1 1 1 1

その他 1 1
栽培技術指導 1 1 1 1
経営改善指導 2 1 1 1 1 1 1 2

その他 1
栽培技術指導 2 1 1
経営改善指導 1 1 1

その他 1 2 1
栽培技術指導 1 1 1
経営改善指導 1

その他
栽培技術指導 1 1
経営改善指導 1

その他 1 1 1 1
栽培技術指導 1 1 1 1
経営改善指導 1

その他
栽培技術指導 1 1 1
経営改善指導 1

その他
栽培技術指導 1 1
経営改善指導 1 1 4

その他 1
栽培技術指導 1 1
経営改善指導 1

その他 1
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 表３ 重点支援対象への指導成果（平成２７年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．農家等からの評価・コメント（観音寺市Ｂ氏） 

普及センターの指導により、青果用葉ネギから加工業務用葉ネギに経営転

換した。労力不足（１人）により青果用葉ネギの経営規模拡大はできなかっ

たが、加工業務向け生産に切り替えたことにより、6か月間で昨年 1年間の所

得を上回る実績となった。 

本年度は運転資金にも余裕ができたため、予冷用冷蔵庫を導入予定である。 

  今後とも、普及センターからの指導を仰ぎたい。 

 

５．普及指導員のコメント（西讃農業改良普及センター・次長・糸川桂市） 

毎日多忙な普及指導員の担当を横断する業務運営を企画することは簡単な

ようで困難であった。しかし、濃密指導を実施することは新規就農者の単純

なミスを防止することで、経営スタートから好循環を築くことができる実証

ができた。今後もプロジェクトリーダーである次長が全体を調整しながら新

規就農者の重点支援を進める。 

 

６．現状・今後の展開等 

  平成２８年度においては、支援対象を野菜経営に加え果樹経営に取組んで

いる者へ拡大するとともに、支援人数も２０名（新規１１名、継続９名）に

増やし、プロジェクトチームにより継続支援を行う。 

  また、成果目標を重点支援対象が当該年度に目標としている所得の８割以

上を達成することを目指し、濃密な指導が行えるよう、普及指導員 1 名当た

りの重点指導対象を基本３名に絞り込み支援していく。 

  更に、すべての支援対象者に対し、普及センターの担当者（園芸、担い手）

と市町の担い手担当が同席した形で農業経営に関する面談（８月）を行うこ

ととしており、新規就農者と関係者間で農業経営の早期安定化のための課題

共有化とその支援について個別指導を強化し、新規就農者の経営確立を進め

る。 

園芸（野菜）担当 担い手育成担当

Ａ H27.1 ○ ○ ○ 葉ネギ、サニーレタス、タマネギ、スイートコーン、水稲 ○
Ｂ H27.4 ○ ○ ○ 葉ネギ、キャベツ、ブロッコリー ○
Ｃ H24.5 ○ ナス、ニンニク、キャベツ、ブロッコリー等 ○ ○
Ｄ H26.7 ○ ○ ブロッコリー、トウモロコシ ○
Ｅ H27.4 ○ ○ ○ 葉ネギ、キャベツ、ブロッコリー ○
Ｆ H24.6 ○ ○ ○ キュウリ、ブロッコリー、タマネギ母球
Ｇ H27.4 ○ ○ ナバナ、オクラ、レタス、ブロッコリー
Ｈ H24.12 ○ ○ ○ ブロッコリー、その他 ○
I H27.3 ○ ○ 葉ネギ、キュウリ、ナス、オクラ、白菜、大根等 ○
Ｊ H23 ○ 水稲、レタス、タマネギ
Ｋ H24 ○ ○ ○ レタス
Ｌ H23 ○ リーフレタス、葉ネギ、水稲
Ｍ H25.4 ○ ○ ○ 露地ナス、ブロッコリー、その他 ○ ○
Ｎ H25.9 ○ ○ サニーレタス、枝豆、葉ネギ ○
Ｏ H24 ○ 水稲、レタス、葉ネギ ○

所得の向上
（対前年比）

認定就農者

認定新規就農者

久保 宮川

小河原 小亀

就農時期
青年就農給
付金受給

青年等就農
資金の借入

基幹品目
経営改善へ
の取組み

平田 佐溝

重点支援
対 象 者

普及指導員

糸川 馬場

真鍋 中村
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